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研究成果の概要（和文）：本研究では、介護施設内での被介護者の生活行動（フロア移動やベッドでの睡眠状
態）や、介護従事者の移動・作業中の動作を検知する「被介護者や介護従事者を対象とした知的行動計測システ
ム」実現のための基盤技術となりえる、主に以下の機能を実現した。(1)ハイブリッドセンサを用いた歩行状態
評価システム　(2)圧力センサを用いた歩行者の行動・属性推定システム　(3)ベッドでの被介護者の睡眠状態を
見守るシステム

研究成果の概要（英文）：In this research, we executed the foundation of research of the Intelligent 
Care System for raising the productivity of nursing care. The results are as follows. (1) 
Development of Identifying and Assessing Walking Ability System Using an Accelerometer and a Support
 Vector Machine (2) Development of Attribute Classification System for Pedestrians Using Plantar 
Pressure Value (3) Development of Sleep Disorder Detection System Using Pressure Distribution Sensor

研究分野： 経営情報
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１．研究開始当初の背景 
我が国の急速な高齢化にともない一段と

ニーズの高まる介護サービスであるが、その
担い手不足は深刻であり、介護サービスの効
率化や高品質化が喫緊の課題とされている。
そこで、研究代表者がこれまでに開発した小
売サービス業生産性向上のための「知的購買
行動計測・予測システム」、すなわち人間行
動の情報工学的な緻密な認識・理解（行動セ
ンシング）と、それに基づいた最適サービス
提供の手法が、サービスプロセスにおいて人
対人のウエイトが高い介護サービス業務の
負担軽減と高品質化に、より効果を発揮でき
るのではないかと考えたことが背景である。 
 
２．研究の目的 
研究代表者が開発した小売業での「知的行

動計測・予測システム」を介護現場に適用す
るために発展させて、介護現場での人間行動
をセンシングする機能を持つシステムを開
発する。具体的には、次の機能を実現する。 
(1)身体装着型のハイブリッドセンサによ

り歩行状態を評価する。これにより、介護者
の作業の様子や、さらには被介護者の歩行状
態、例えばリハビリテーションによる回復状
態などを把握することができる。  
(2)床に敷く圧力センサにより介護従事者

や被介護者の行動データを取得する。これに
より、ベッド周りや部屋の出入口における行
動を把握する。その結果、介護従事者に対し
ては効率良い動き方をしているかのデータ
提供、被介護者に対しては行動を見守ること
ができる。 
(3)ベッドに敷く圧力センサにより被介護

者の起床などの行動や、睡眠状態のデータを
取得する。これにより被介護者の見守りや、
睡眠障害の兆候を検知して、加療必要性の有
無を早期に検討することが可能となる。 
 
３．研究の方法 
研究目的(1)は、ハイブリッドセンサを使

用し、歩行に影響を与える歩幅・関節駆動制
限における状態の識別を実現する。 
研究目的(2)は、圧力センサを用いて収集

した歩行データのうち、X 軸の重心座標、荷
重、面積、歩幅、横振れ、速度の 6つの特徴
量を用いて実現する。 
研究目的(3)は、Boditrak 社製のマット状の
圧力センサをベッド上に敷いて、被介護者の状
態（起居、覚醒、睡眠など）を識別し、その頻度
により睡眠障害を検知する。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果は次の機能の実現である。 
(1)ハイブリッドセンサを用いた歩行状態評
価システム (2)圧力センサを用いた歩行者
の属性推定システム (3)ベッドでの被介護
者の睡眠状態を見守るシステム 
研究成果(1)の重要性は、装着が負担とな

らない簡易なセンサを用いて、人間の動作が

推測できることを実証した点である。 
研究成果(2)の重要性は、圧力センサから

得られる、個人識別が困難な簡易的数値デー
タから、センサ上を通行する人物の状態を推
測できることを実証した点である。これは、
被介護者のプライバシー保護が必要な介護
現場に用いる実験機器として、圧力センサが
適切であることを示唆するものである。 
研究成果(3)の重要性は、主にベッド上で

過ごす時間の長い被介護者に対して、どのよ
うなセンサを用いれば、より安全で効果的な
見守りを実現できるかを実験し、結果として
マット状の圧力センサによって、本研究課題
の目指す見守り（主に睡眠状態の把握）がで
きることを明らかにした点である。 
以上の成果は、介護施設内での被介護者の

生活行動（フロア移動やベッドでの睡眠状
態）や、介護従事者の移動・作業中の動作を
検知する「被介護者や介護従事者を対象とし
た知的行動計測システム」実現のための基盤
技術となりえるものである。 
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